
 

別表１ 

 

審査項目及び審査の視点 配点 

 

１ プロモーションの効果 

認知向上 

販路拡大 

〇市外の消費者等に対しても認知向上が期待できるか。 

〇市内の消費者等を中心に、ブランドを多くの人に知ってもらうことが期待できるか。 

〇認定品の既存販路の強化や新しい販路の開拓となることが期待できるか。 

〇プロモーション効果が他社の認定品へも波及することで、ブランド全体の認知向上と販路拡大が期待できるか。 

３０ 

 

価値向上 

 

〇ブランド全体の価値の向上への貢献が期待できるか。 

（「千葉市『食のブランド』戦略」が示すターゲットやブランドの価値観との親和性が高い など） 

〇ロイヤリティーの高いファン（ブランドに対して強い愛着をもつ消費者など）の開拓が期待できるか。 

２０ 

２ 新規性 

〇新規性・斬新さが感じられるか。 

（他の事業者が実施していない事業内容であるか など） 
１０ 

３ 実施能力 
〇事業者に本事業の実施能力があることが感じられるか。又は本補助事業をうけることで実施可能となることが感じられるか。 

（過去に同様の事業実績があるか、新規事業の場合過去の実績から実現できる見込みがあるか など） 
 

１０ 

４ 実施体制 

〇計画事業を遂行できる体制（人員、組織体制など）があるか。 

〇事業を遂行できる環境（必要な設備や連携先など）があるか。 
１０ 

５ 熱意・意欲 
 

〇千葉市食のブランド「千」に携わる者として、認定品又はブランド全体の認知向上に対する熱意や意欲が高いか。 

 ・新たに当該補助金の交付決定を受けることで、認知向上を目指す者か。（過去に当該補助金の交付決定を受けたことがない者か。） 

 ・過去３年間に当該補助金の交付を受けた者について、過去の事業と比較し、実施内容の見直しや新規事業の追加がされているか 

など 

２０ 

合計点 １００ 


